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中
庄
新
川
家
蔵
『
伝
受
次
第
』
と
新
川
家
の
古
今
伝
受 
小 
髙 
道 
子 
 
＊
キ
ー
ワ
ー
ド 
古
今
伝
受
・
堺
伝
受
・
新
川
家
・
肖
柏
・
伝
受
次
第 
  
常
縁
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
宗
祇
は
、
三
条
西
実
隆
・
近
衞
尚
通
・
肖
柏
に
相
伝
し
た
。
こ
の
三
流
の
古
今
伝
受
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
流
と
交
流
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
三
条
西
家
の
古
今
伝
受
を
継
承
し
た
細
川
幽
斎
は
、
近
衞
尚
通
・
肖
柏
に
相
伝
さ
れ
た
古
今
伝
受
資
料
を
収
集
し
、
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
伝
受
資
料
を
集
成
し
た
。
近
年
、
古
今
伝
受
資
料
が
紹
介
さ
れ
、
古
今
伝
受
研
究
が
進
ん
だ
が
、
肖
柏
の
古
今
伝
受
を
継
承
す
る
い
わ
ゆ
る
堺
伝
受
だ
け
は
、
細
川
幽
斎
が
収
集
し
た
肖
柏
か
ら
宗
訊
へ
の
古
今
伝
受
資
料
以
外
に
手
掛
か
り
が
な
く
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
っ
た
。 
 
国
文
学
研
究
資
料
館
の
中
庄
新
川
家
蔵
資
料
の
調
査
に
よ
り
、
肖
柏
の
古
今
伝
受
を
継
承
す
る
古
今
伝
受
資
料
が
現
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
古
今
伝
受
に
お
け
る
『
古
今
和
歌
集
』
講
釈
の
当
座
聞
書
と
推
定
さ
れ
る
折
紙
二
紙
 
 
（
１
）
と
、
肖
柏
か
ら
の
道
統
を
示
す
「
伝
受
次
第
」
（
以
下
、
『
新
川
古
今
伝
受
系
図
』
と
略
す
）
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
中
庄
新
川
家
に
伝
わ
る
「
伝
受
次
第
」
を
、
他
の
道
統
を
示
す
記
述
（
以
下
、
道
統
書
と
称
す
）
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
川
家
の
古
今
伝
受
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。 
  
 
 
一 
中
庄
新
川
家
蔵
『
伝
受
次
第
』 
  
『
新
川
古
今
伝
受
系
図
』
の
翻
刻
解
題
は
次
号
に
譲
る
 
 
（
２
）
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
道
統
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
論
述
の
都
合
上
傍
注
を
略
し
、
Ａ
（
宗
祇
以
前
）
と
Ｂ
（
宗
祇
以
後
）
と
の
二
つ
に
分
け
て
示
す
。 
 
Ａ
（
宗
祇
以
前
） 
左
金
吾
ー
五
条
三
品
ー
京
極
黄
門
ー
中
院
ー
二
条
ー
御
子
左
ー
頓
阿
ー
経
賢
ー
尭
尋
ー
尭
孝
ー
常
縁
ー
宗
祇 
 
Ｂ
（
宗
祇
以
後
） 
宗
祇
ー
肖
柏
ー
宗
珀
ー
等
恵
ー
宗
柳
ー
盛
政
ー
盛
明
ー
盛
里 
  
一
見
し
て
明
ら
か
な
如
く
、
「
左
金
吾
」
か
ら
「
盛
里
」
ま
で
の
道
統
を
記
し
て
い
 94 
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
人
名
は
、
直
系
の
み
で
あ
り
、
系
図
が
枝
分
か
れ
す
る
こ
と
は
な
い
。
他
の
門
人
に
は
一
切
触
れ
ず
、
盛
里
の
「
伝
受
」
が
、
左
金
吾
か
ら
肖
柏
を
経
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
盛
里
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
古
今
伝
受
の
道
統
が
正
統
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
貴
重
な
一
紙
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 
  
 
 
二 
肖
柏
か
ら
宗
訊
へ
の
道
統
書 
  
宗
祇
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
肖
柏
の
古
今
切
紙
（
以
下
、
肖
柏
切
紙
と
略
す
）
は
、
肖
柏
が
宗
訊
に
与
え
た
資
料
が
、
細
川
幽
斎
に
よ
り
収
集
さ
れ
て
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
 
 
（
２
）
。
こ
の
肖
柏
切
紙
は
、
宗
祇
を
継
承
す
る
他
の
古
今
切
紙
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
 
 
（
３
）
。
肖
柏
切
紙
に
は
、
道
統
を
示
す
切
紙
は
、
『
新
川
古
今
伝
受
系
図
』
と
同
様
の
系
図
（
以
下
、
『
肖
柏
古
今
伝
受
系
図
』
と
略
す
）
と
、
継
承
者
の
名
前
を
列
記
し
た
「
稽
古
方
」
と
す
る
切
紙
と
の
、
二
通
が
伝
わ
る
。 
 
『
肖
柏
古
今
伝
授
系
図
』
は
、
Ａ
宗
祇
以
前
の
部
分
は
、
『
新
川
古
今
伝
受
系
図
』
と
一
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｂ
宗
祇
以
後
は
、
「
宗
祇
ー
肖
柏
」
と
あ
る
だ
け
で
、
肖
柏
が
相
伝
し
た
宗
訊
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。
肖
柏
切
紙
に
は
、
宗
訊
に
宛
て
た
証
明
状
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
切
紙
は
、
肖
柏
か
ら
宗
訊
に
伝
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
わ
ら
ず
、
『
肖
柏
古
今
伝
受
系
図
』
に
は
、
宗
訊
の
名
前
が
見
ら
れ
な
い
。
す
る
と
、
『
肖
柏
古
今
伝
受
系
図
』
は
、
『
系
図
』
に
記
さ
れ
た
道
統
を
宗
訊
に
伝
え
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
く
、
授
け
る
側
の
肖
柏
が
、
『
系
図
』
に
記
さ
れ
た
道
統
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
肖
柏
切
紙
の
中
に
は
、
宗
訊
宛
の
誓
状
と
証
明
状
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
肖
柏
が
道
統
を
継
承
し
て
い
れ
ば
、
宗
訊
は
、
肖
柏
の
道
統
を
継
承
し
た
こ
と
に
な
る
。
肖
柏
切
紙
は
、
肖
柏
が
記
し
て
宗
訊
に
与
え
た
。
そ
の
た
め
、
肖
柏
は
、
自
ら
が
道
統
を
継
承
す
る
こ
と
を
『
系
図
』
に
よ
っ
て
示
し
、
道
統
を
宗
訊
に
伝
え
た
こ
と
は
、『
系
図
』
で
は
な
く
証
明
状
に
よ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
『
系
図
』
は
授
け
る
側
の
道
統
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
系
図
に
記
さ
れ
た
道
統
を
継
承
し
た
肖
柏
が
、
相
伝
し
た
「
宗
訊
」
の
名
を
書
き
足
す
こ
と
な
く
、
自
ら
が
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
ま
の
形
で
宗
訊
に
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
肖
柏
切
紙
に
は
、
『
肖
柏
古
今
伝
受
系
図
』
の
他
に
、
常
縁
ま
で
の
道
統
を
記
す
「
稽
古
方
」
と
す
る
切
紙
が
あ
る
（
以
下
、
『
系
譜
』
と
略
す
）
。
『
系
譜
』
は
、
「
稽
古
方
」
と
し
て
「
情
新 
詞
旧
／
心
直 
言
艶
」
と
記
し
た
後 
弘
長
元
年
二
月
九
日
授
素
暹
／
三
代
撰
者
融
覚
／
御
判 
と
記
し
、
裏
に 
素
暹
／
行
氏
／
時
常
／
氏
村
／
常
顕
／
師
氏
／
素
明
／
氏
数
／
常
縁 
と
、
常
縁
ま
で
の
道
統
を
記
す
。 
 
  
こ
の
宗
祇
か
ら
肖
柏
へ
の
道
統
書
二
種
に
よ
り
、
肖
柏
は
宗
祇
か
ら
、
二
通
り
の
流
れ
を
あ
わ
せ
た
も
の
を
伝
受
し
て
、
宗
訊
に
伝
え
た
事
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
肖
柏
か
ら
宗
珀
を
へ
て
新
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
堺
伝
受
に
お
い
て
は
、
こ
の
『
系
譜
』
は
見
ら
れ
な
い
も
の
、
左
金
吾
に
始
ま
る
系
図
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
宗
祇
以
前
の
道
統
よ
り
も
、
肖
柏
以
後
の
道
統
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
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三 
宗
祇
か
ら
三
条
西
実
隆
へ
の
道
統
書 
  
宗
祇
の
門
弟
の
う
ち
、
「
門
弟
随
一
」
と
し
て
、
宗
祇
の
古
今
伝
受
を
継
承
し
た
の
が
実
隆
で
あ
っ
た
。
実
隆
が
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
切
紙
（
以
下
、
「
実
隆
切
紙
」
と
略
す
）
は
、
実
隆
自
身
が
書
写
し
て
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
伝
わ
る
 
 
（
４
）
。
こ
の
実
隆
切
紙
で
は
、
道
統
に
つ
い
て
、
『
系
図
』
と
『
系
譜
』
の
両
者
が
伝
わ
る
。
実
隆
が
継
承
し
た
『
系
譜
』
（
以
下
『
実
隆
系
譜
』
と
略
す
）
を
見
る
と
、
Ａ
宗
祇
以
前
は
、
『
新
川
古
今
伝
受
系
図
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
Ｂ
宗
祇
以
後
の
部
分
が
見
ら
れ
な
い
。
宗
祇
ま
で
終
わ
っ
て
い
て
、
実
隆
の
名
前
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
『
肖
柏
古
今
伝
受
系
図
』
に
、
宗
訊
の
名
前
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
宗
祇
・
肖
柏
は
、
『
系
図
』
に
伝
受
者
の
名
前
を
記
さ
ず
に
切
紙
を
相
伝
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
系
譜
』
は
、
肖
柏
が
伝
受
し
た
も
の
と
同
様
で
あ
る
。 
  
１
と
２
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
宗
祇
が
伝
え
た
古
今
切
紙
に
は
、
『
系
図
』
と
『
系
譜
』
の
両
方
が
含
ま
れ
て
い
て
、
『
系
図
』
に
は
、
弟
子
の
名
前
を
記
さ
ず
に
相
伝
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
近
衞
尚
通
の
切
紙
に
は
、
『
系
譜
』
は
見
ら
れ
る
が
、
『
系
図
』
は
見
ら
れ
な
い
。
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
伝
受
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
今
伝
受
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 
  
 
 
四 
三
条
西
実
枝
か
ら
細
川
幽
斎
へ
の
道
統
書 
  
実
枝
か
ら
三
条
西
家
の
古
今
伝
受
を
継
承
し
た
細
川
幽
斎
の
切
紙
（
以
下
、
『
当
流
切
紙
』
と
略
す
）
は
、
『
図
書
寮
典
籍
解
題 
続
文
学
篇
』
に
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
 
 
（
５
）
。
『
系
図
』
は
あ
る
が
、
『
系
譜
』
は
見
ら
れ
な
い
。
『
系
図
』
に
は
、
直
系
の
道
統
の
み
な
ら
ず
、
枝
分
か
れ
し
た
流
れ
の
人
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｂ
宗
祇
以
後
に
は
、
「
宗
祇
ー
実
隆
公
ー
公
条
公
ー
実
澄
ー
玄
旨
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
実
隆
公
」
「
公
条
公
」
「
実
澄
」
と
あ
る
か
ら
、
実
澄
が
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
澄
は
天
正
二
年
十
二
月
に
実
枝
に
改
名
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
記
し
た
こ
と
に
な
る
。
実
澄
は
天
正
二
年
六
月
に
、
幽
斎
に
切
紙
を
相
伝
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
時
、
自
分
の
名
前
と
も
に
、
幽
斎
の
名
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
稽
古
方
」
の
切
紙
に
は
他
の
『
系
譜
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
が
あ
る
一
方
で
、
「
口
伝
云
、
為
家
卿
弘
長
三
年
ニ
授
素
暹
切
紙
也
／
此
裏
ニ
有
連
署
、
略
之
」
と
記
し
て
、
為
家
か
ら
常
縁
に
至
る
系
譜
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
宗
祇
が
実
隆
に
相
伝
し
た
三
条
西
家
の
古
今
伝
受
は
、
実
枝
が
幽
斎
に
相
伝
す
る
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
  
 
 
五 
新
川
家
の
古
今
伝
受 
  
こ
れ
ら
の
『
系
図
』
『
系
譜
』
の
あ
り
方
と
比
較
検
討
す
る
と
、
『
新
川
古
今
伝
受
系
図
』
Ａ
宗
祇
以
前
は
、
宗
祇
か
ら
肖
柏
・
実
隆
に
相
伝
さ
れ
た
系
図
と
一
致
す
る
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こ
と
か
ら
、
宗
祇
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
肖
柏
の
古
今
伝
受
を
継
承
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
川
盛
政
・
盛
明
に
花
押
が
記
さ
れ
て
い
て
、
盛
里
に
は
花
押
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
新
川
古
今
伝
受
系
図
』
は
、
新
川
家
に
お
い
て
盛
政
・
盛
明
と
継
承
さ
れ
、
盛
里
に
与
え
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
新
川
家
に
伝
わ
る
古
今
伝
受
資
料
は
こ
の
『
新
川
古
今
伝
受
系
図
』
と
『
古
今
和
歌
集
聞
書
』
二
紙
の
み
で
あ
る
が
、
聞
書
の
内
容
か
ら
、
肖
柏
の
古
今
伝
受
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
『
新
川
古
今
伝
受
系
図
』
か
ら
、
新
川
家
の
古
今
伝
受
は
、
肖
柏
か
ら
宗
柳
を
経
て
新
川
盛
政
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
盛
明
、
盛
里
と
、
新
川
家
の
中
で
継
承
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
堺
伝
受
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
堺
伝
受
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
新
川
家
の
資
料
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
、
新
川
盛
里
ま
で
は
、
肖
柏
の
古
今
伝
受
が
確
実
に
継
承
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
よ
う
。 
 
［
注
］ 
（
１
）
「
解
題
と
翻
刻
ー
中
庄
新
川
家
蔵 
古
今
和
歌
集
聞
書
（
仮
題
）
ー
」(
『
調
査
研
究
報
告
37
』
平
29
・
３)
 
（
２
）
引
用
は
『
古
今
切
紙
集 
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
』
（
臨
川
書
店 
昭
58
）
に
よ
る
。 
（
３
）
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
切
紙
の
相
違
に
つ
い
て
は
「
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙
」
（
『
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
平
29
・
10
）
で
検
討
を
加
え
た
。 
（
４
）
引
用
は
『
中
世
歌
書
集
』
（
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書 
昭
62
）
に
よ
る
。 
（
５
）
引
用
は
同
書
に
よ
る
。 
  【
付
記
】 
 
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
公
開
を
御
許
下
さ
っ
た
新
川
家
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。 
 
